
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄道沿線まちづくりガイドライン 
～連携・共創型鉄道沿線まちづくり編～ 

 

令和 8 年 10 月 

国土交通省 都市局 

街路交通施設課・市街地整備課・都市計画課 



 

 

 



 

～ 目 次 ～ 

 

１． 「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」を追加する背景 ········································· 1 

１-１ ガイドライン第一版を発出した当時からこれまでの変遷 ································· 1 
１-２ 鉄道沿線まちづくりを取り巻く環境や動向の変化 ····································· 2 

２． 「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」の概念と意義・効果 ································ 11 

２-１ 「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」の概念 ············································ 11 
２-２ 意義と効果 ············································································· 12 

３． 手順・役割分担 ············································································· 15 

３-１ 鉄道沿線まちづくりの基本的な手順··················································· 15 
３-２ 鉄道沿線まちづくりを進める３つのポイント ·········································· 18 
３-３ 関係主体同士の役割分担 ······························································ 19 
３-４ 関係主体の連携イメージ ······························································ 22 

４． 鉄道沿線まちづくりの事例 ······························································· 25 

４-１ 事例整理の視点と掲載事例の紹介 ··················································· 25 
 

 
 
 



１．「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」を追加する背景  

1 
 

１．「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」を追加する背景 
１-１ ガイドライン第一版を発出した当時からこれまでの変遷 

鉄道沿線まちづくりガイドライン第一版を発出した当時（平成 27 年 12 月）の鉄道沿線まちづくり

の考え方は、コンパクト・プラス・ネットワークの一環として、鉄道を軸とした複数市区町村における都

市機能の分担・連携に重きを置き、広域連携の視点をもって鉄道沿線の各市区町村が立地適正化計

画を作成することなどを通じ、鉄道を軸とした都市機能の再編を図るなどの鉄道沿線地方公共団体・

鉄道事業者等の連携に向けた場づくりの方針を提示したものであった。 

鉄道沿線まちづくり、とは （第一版概要版より） 

・鉄道沿線を軸に都市機能が集積するという構造を活かしつつ、交通結節点である駅周辺

に福祉、子育て支援、買い物等の生活支援機能を誘導するとともに、拠点病院、大規模商

業施設、文化ホール等の高次の都市機能については鉄道沿線の市区町村間で分担・連携

し、あわせてサービス向上等によってフィーダー（支線）交通を含む公共交通機能の強化を

図るまちづくりの手法 

 

こうした考えは現在も有効である反面、自治体間での都市機能の分担については、沿線を意識した

まちづくりに取組むきっかけが乏しい、利害関係の調整が難しいといった課題もあり、取組が進みづ

らいという実情も見られた。 

他方、第一版発出後、新型コロナウイルス感染症拡大を契機に、市民のライフスタイルや価値観は大

きく変容し、都市活動や公共交通の持続性に大きな影響がでていること、コロナ前から継続的に外出

機会が低下傾向であること、また、都市行政としても令和７年５月の『成熟社会の共感都市再生ビジョ

ン』が示すように、都市の個性と質や価値に着目した都市再生を進めていくこととしているなど、都市

と交通を取り巻く環境に大きな変化が生じている。 

鉄道沿線まちづくりの取組も、市区町村が中心となって取組むものだけでなく、鉄道事業者など、

鉄道沿線や地域に根差した主体が中心となり取組を進めるものや、エリアマネジメントなど公民連携

の取組も増加している。また、それぞれの現場においては、地域の強みや課題・実績を踏まえた、様々

な手法や工夫がみられるなど、「鉄道沿線まちづくり」の取組そのものが多様化している状況にある。 

そこで、多様な主体の連携・共創による「鉄道沿線価値向上」を目指した鉄道沿線まちづくりの新た

なパターンとして、【連携・共創型鉄道沿線まちづくり編】として、『鉄道沿線まちづくりガイドライン』に

追加することとした。 

これに伴い、ガイドライン第一版は【鉄道沿線を軸とする広域的まちづくり編】に改めることとする。 
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１-２ 鉄道沿線まちづくりを取り巻く環境や動向の変化 

① コンパクト・プラス・ネットワークとガイドライン第一版の位置づけ 

人口減少・少子高齢化が進行する中、持続可能な都市構造の構築に向けて、都市機能の集約と公共

交通ネットワークの維持・強化を図る「コンパクト・プラス・ネットワーク」の取組が推進されてきた。この

考え方は、公共交通と土地利用の一体的な再構築により、効率的かつ持続可能な都市経営の実現を目

指すものである。 

こうした中で鉄道沿線は、都市機能の集約を担う重要な空間であるとともに、複数の市区町村を結

ぶ広域的な連携軸として重要な役割を果たしている。平成 27 年に策定された鉄道沿線まちづくりガ

イドライン第一版では、このような認識のもと、鉄道を軸とした都市機能の分担・連携の方向性が示さ

れた。その後、本ガイドラインは、鉄道沿線まちづくりの基本的枠組みとして活用され、広域的な都市

構造の形成を推進する上で一定の役割を果たしてきた。 

 

図 1 鉄道沿線まちづくりのイメージ（第一版掲載） 

 

② 社会環境の変化と「『マチ』が『イエ』に負ける社会」の顕在化 

近年、新型コロナウイルス感染症拡大を契機として、テレワークやオンラインサービスが急速に普及

したことで、仕事も、買物・交流などの都市活動の一部も、自宅にいながら享受できるようになり、

人々の働き方や生活様式に新たな変化をもたらした。一方で、人々の移動という観点からみると、若

年層を中心に外出率・移動回数が低下傾向にあり、平日の仕事や買物目的の移動に加え、休日の食事

や観光など「都市を楽しむ」というべき移動についても減少が顕著であるなど、「『マチ』が『イエ』に負

ける」とも呼べる状況にある。令和８年２月に設置した『都市交通施策の再整理に関する検討会』にお

いて、仕事や買物などのために、結果的に人が「集まる」だけの地区は、今後の外出先として選択され

にくくなり、都市機能の衰退、地域経済の低迷など、都市の活力の低下をもたらすだけでなく、健康、

環境、安心・安全、包摂性など、社会の様々な分野で深刻な社会課題を顕在化させる恐れがあると指

摘されている。 
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③ 鉄道沿線で人々の活動を誘発する重要性の高まり 

こうした社会環境の変化を踏まえると、都市の活力維持と持続性確保の観点から、居住・就業・交

流・消費といった都市活動を鉄道沿線に集約していく重要性は引き続き高い。一方で、従来のように

鉄道が存在すれば自ずと需要が発生するという前提は成り立ちにくくなっており、外出機会の減少を

前提に、都市の側から人々の行動を積極的に誘発するまちづくりへの発想の転換が必要である。 

そのためには、「出かけたくなる理由」や「滞在したくなる場」を創出する空間形成やコンテンツの充

実により、都市活動そのものの質を高める視点が不可欠となる。鉄道沿線においても、都市機能と魅

力を一体的に高め、人々の活動を誘発する都市政策と空間整備を進めることが求められている。 

 

④ 鉄道沿線まちづくりの多様化と鉄道沿線価値向上の進展 

近年、鉄道沿線まちづくりにおいては、鉄道事業者が鉄道沿線や地域に根差した主体として、まちづ

くりに資する多様な取組を展開する動きが広がっている。加えて、エリアマネジメントなどにおいても、

地方公共団体と連携し重要な役割を担う事例が増加している。 

また、駅前広場、高架下、公共空間といった鉄道関連空間を活用し、魅力的な空間やコンテンツを創

出する取組が各地で展開されており、地域特性に応じた様々な手法や工夫が蓄積されつつある。これ

らの取組は、従来の交通結節点としての機能整備にとどまらず、賑わいの創出や交流の促進、経済活

動の活性化へと広がりを見せている。 

このように、鉄道沿線まちづくりは、多様な主体による多様な実践が積み重なる中で、その目的や

手法の広がりとともに、鉄道沿線全体の魅力や機能を高める「鉄道沿線価値向上」に資する取組に進

展している。 

 

   

写真：駅前空間の賑わい創出（左）、高架下を街中の魅力ある場所として活用した取組（右） 
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⑤ 「連携・共創」という発想による鉄道沿線価値向上を目指したまちづくりのパターンの追加 

これまで、地方公共団体、鉄道事業者、地域主体、民間事業者など、それぞれの立場から鉄道沿線の

魅力向上に資する多様な取組が展開されてきた。しかしながら、各主体が有する資源やノウハウ等を

組み合わせ、それぞれの強みを生かすことにより、価値や効果を相乗的に高めていく観点から、主体

間が連携して取組を推進していくことの重要性が高まっている。 

また、これらの取組は単独の地域で完結するものではなく、鉄道沿線という広がりのある視点を踏

まえつつ、鉄道沿線の中で各地域が個性を生かしながら魅力的な空間やコンテンツを創出していくこ

とが求められる。こうした取組の連なりが、鉄道沿線全体としての魅力や機能を高めていく基盤とな

る。 

このように、多様な主体による「連携・共創」の取組を通じて、各地域の取組が相互に連関しながら

鉄道沿線全体へと波及することで、鉄道沿線全体の価値向上、ひいては都市の持続的な発展につなが

るものと期待する。 
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 紹介：外出・移動が減少している実態  

 
出典：国土交通省都市局資料より引用 

 
 移動の経年の変化として、外出率や移動回数は過去最低、各交通手段の利用回数も徒歩を除き

減少。一方、自動車、徒歩の構成比は増加。 

 若年層の移動としては、若者の移動は大きく減少 ７０代の移動回数との差は拡大。特に男性

の通勤、女性の私用での移動が減少。 

 高齢者の移動としては、６０代と比較し７０代は、仕事（通勤・業務）の移動が大きく減少、

買物・散歩等の移動が増加。自動車免許をもたない場合、公共交通利便性が高いと外出率が高

い傾向。 
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 都市交通施策の紹介：居心地が良く歩きたくなるまちなかの創出  

令和元年の有識者懇談会において、これまでの都市再生政策の動向を踏まえた今後のまちづくりの

方向性として、「ウォーカブルな人中心の空間」への転換による「居心地が良く歩きたくなるまちなか」

の実現が提言された。 

これを受け、国土交通省では、法律・予算・税制のパッケージによる支援を行うことで、「居心地が良

く歩きたくなる」空間づくりを促進し、魅力的なまちづくりを推進。 

 

 
出典：国土交通省都市局資料より引用 
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 都市交通施策の紹介：つながる駅とまち -駅とまちの上手なつきあい方-  

多様な関係者が連携して、利便性・快適性・安全性・地域性の高いゆとりある「駅まち空間」を形成す

るための一連のプロセスに関する考え方や進め方等について、令和３年に有識者検討会が「駅まちデ

ザインの手引き」をとりまとめ、これからの駅まち空間のつくり方にかかる方向性について具体的な進

め方が提示された。 

 
出典：「駅まちデザインの手引き」報道発表資料より引用 
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 都市交通施策の紹介：中間取りまとめ「成熟社会の共感都市再生ビジョン」  

国土交通省では、中長期的な視点や地域文化を育む観点から、新しい時代の都市再生のあり方につ

いて検討するため、「都市の個性の確立と質や価値の向上に関する懇談会」を設置、都市の普遍的な魅

力を向上させるとともに、画一化することなく固有の魅力を一層高めていくため、地方公共団体や民

間事業者による創意工夫を促し、その内容を評価することで、各都市において人々の「共感」を呼び込

む施策を推進することが有効であることを提示した。 

 
出典：中間取りまとめ「成熟社会の共感都市再生ビジョン」（2025 年５月 16 日） 概要版より引用 
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 まちづくり施策の紹介：広域連携による都市圏での高次都市機能等の確保   

立地適正化計画の実効性を一層高めるためには、各市町村がそれぞれの域内で取組を行うのみな

らず、市町村域を越えた広域的な取組を進めていくことが重要である。一方で、広域連携を進めるに

当たっては市町村間での合意形成にハードルがあることから、都市再生特別措置法等の一部を改正す

る法律（令和８年法律第２３号）により、都道府県に対して、立地適正化計画に関する市町村間の調整

権限を明確化し、より一層広域連携の強化を図る。 

 
出典：国土交通省都市局資料より引用 
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コラム：沿線まちづくり研究会からの提言 

鉄道事業者や有識者らにより構成される「沿線まちづくり研究会」（令和 5 年から活動）において、従

来型の日本型 TOD を発展させ、公共交通の維持と持続可能なまちづくりの実現を図る新たな沿線ま

ちづくりのモデルについて検討が行われた。その成果として、「沿線まちづくりの推進に関する提言」

がとりまとめられ、国土交通省都市局長に対して提示されている。 

当該提言においては、沿線まちづくりの“これから”の方向性として『連携・共創型沿線まちづくり』

の考え方が示されており、鉄道事業者や地方公共団体をはじめとする多様な主体の連携を一層促進

する観点から、ガイドラインの改定をはじめとする施策の充実の必要性が示されている。 

 

 
出典：沿線まちづくり研究会 提言書及び中間とりまとめ概要版より引用 
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２．「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」の概念と意義・効果 
２-１ 「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」の概念 

本ガイドライン【連携・共創型鉄道沿線まちづくり編】において捉える鉄道沿線まちづくりとは、鉄道

沿線全体をひとつのつながりとして捉え、地方公共団体、鉄道事業者、地域住民、地域プレイヤーなど

の多様な関係者が連携しながら、それぞれの想いや強みを持ち寄り、地域の将来をともに考え、とも

に形を創っていくといった考え方を基本とした鉄道沿線まちづくりである。 

この考え方を踏まえ、以下に概念を示す。 

○ 「連携・共創型鉄道沿線まちづくり」は、鉄道沿線に広がる地域資源やこれまでの開発経緯などを

捉え直し、駅や鉄道沿線ごとの個性を活かし、多様な主体が参画し魅力を再度高める多様なまち

づくり（リ・ブランディング）を進めること、こうした各地区の取組が連携し、連鎖し、つながってい

くことにより鉄道沿線全体の価値を高めていく取組である。 

 

 
図 2 鉄道沿線まちづくりにおけるリ・ブランディングのイメージ 

 
 

写真出典： 

❶：高石市ホームページ（南海電鉄高石駅前） 

❷：TauT 阪急洛西口（阪急電鉄洛西口駅周辺高架下） 

❸：株式会社ジェイアール東日本都市開発 KOENJI APARTMENT 

❶左隣り：ストリートデザインガイドライン‐ 居心地が良く歩きたくなる街路づくりの参考書 
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２-２ 意義と効果 

（1） 各主体による各地の「場」づくりの連鎖 

○ 各地域におけるまちづくりを通じ、市民、来街者、コミュニティが活動し、滞在する「場」を創出する

ことで、地域の賑わいが向上し都市活動が活性化する。 

○ これにより、ヒト・モノ・コトを引きつける力が向上し、居住者や来街者が増加し、地域経済が活性化

する。 

○ こうした各地域の取組が鉄道沿線全体で連携し、連鎖し、つながることで、鉄道沿線の価値、イメ

ージが向上し、鉄道沿線のブランド力を前提とした更なるまちづくりにつながることで、様々な主

体に多様な効用が発現する。 

 
 

 
図 3 各地の「場」づくりが連鎖しつながり鉄道沿線全体の価値の向上につながる正の連鎖のイメージ 
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（2） 様々な主体への多様な効果 

鉄道沿線各地域における取組の連鎖が生まれることにより、鉄道沿線全体の価値の向上につながり、

鉄道沿線まちづくりにかかわる様々な主体へ多様な効果がもたらされることが期待される。 

 

表 １ 様々な主体への多様な効用 

主体 多様な効果（例） 

 

地域住民 

 地域の魅力・活力の向上 

 暮らしやすさ（利便性や居住性）の向上 

 生活満足度の向上 

 地域課題解決の動きの活発化 

 コミュニティの形成・促進、地域活動の輪の拡大 

 シビックプライドの醸成 

 
地域プレイヤー※ 

 関係人口の増加 

 イノベーションの創出 

 地域経済活性化に伴うビジネスチャンスの増加 

 沿線自治体 

（市区町村等） 

 居住人口の維持・増加・減少幅の縮小 

 都市経営の健全化（雇用創出、税収増加など） 

 地域経済の活性化・循環、民間投資の誘発、企業立地 

 都市機能の再配置、公共交通の維持・確保 

 市民の健康増進 

 都市イメージの向上 

 
鉄道事業者 

 駅や駅周辺への来訪機会や立ち寄りの増加 

 上記に伴う、鉄道利用者の増加 

 沿線資産・資源の活用などによる関連ビジネスの活性化 

 企業ブランドの向上 

 地域プレイヤーとの関係構築 

※鉄道沿線で事業・活動を行う、または参入を目指す事業者・個人であり、地域の活性化や新たな価値創出の担い手となる

主体を意味する。 
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地域住民へのメリット 

○ 駅周辺や鉄道沿線に交流拠点や活動の場が作られ、アクセス利便性の向上、商業・公共サービス

の集積・充実が図られる。それにより、日常生活における行動の選択肢が広がり、まちなかへの

外出や滞在を通じて豊かな生活ができるなど、地域の魅力や利便性、快適性の向上の恩恵を受け

られる。 

○ さらに、こうした空間や活動を通じて、地域住民同士のつながりが形成され、地域活動の輪が広

がることで地域課題の解決やシビックプライドの醸成が図られる。 

地域プレイヤーへのメリット 

○ 地域の魅力向上や活動の活発化を背景として、駅周辺や沿線において、多様な主体が参画できる

活動や事業の場が創出される。これにより、多様な主体との接点が生まれることで、単独では実現

が難しかった取組についても、新たな発想が生まれ、イノベーションの創出やビジネス機会の創出・

拡大につながる。 

沿線自治体（市区町村等）へのメリット 

○ 鉄道沿線まちづくりにより、まちなかの賑わいの創出や都市機能の集積が進み、来訪機会の増加や

多様な移動が促される。これにより、地域内での消費や回遊性が高まり、地域経済の活性化や都市

イメージの向上が期待できる。 

○ 「場」づくりの取組が、多主体との連携のもと鉄道沿線全体で面的に広がることで、居住環境として

の魅力、鉄道沿線のイメージや認知が高まり、居住や来訪の選択先として選ばれる地域となること

で、居住人口の維持・増加にもつながる。 

○ これらにより、「所得・消費・投資」の循環が生まれ、複数税目に波及した税収の安定化と、公共サー

ビスの維持・充実につながり、持続可能な都市経営の健全化へと波及する。 

鉄道事業者へのメリット 

○ 鉄道沿線まちづくりにより、鉄道を利用した来訪や移動の需要が創出され、鉄道利用の機会が増え

るだけでなく、ライフスタイルの多様化や外出行動の変化にも対応した利用が誘発されることで、

鉄道利用者の維持・増加が期待できる。 

○ あわせて、駅や鉄道沿線での滞在や回遊の増加が、鉄道沿線資産を活用した事業の展開を後押しし、

不動産ビジネスなどの沿線資産の活性化にもつながる。 

○ さらに、地域と連携した取組が鉄道沿線全体で展開されることで、鉄道沿線全体のイメージや評価

が高まり、「選ばれる鉄道沿線」としてのブランドが形成され、企業ブランド価値の向上にも寄与す

る。 
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３．手順・役割分担 
３-１ 鉄道沿線まちづくりの基本的な手順 

○ 鉄道沿線まちづくりを進める手順は、地域特性、沿線市区町村、鉄道事業者等の関係性等に応じ

て様々なパターンが考えられる。 

○ 関係主体による連携・共創のための場づくり、各地域におけるまちづくりの実践を、鉄道沿線特性

に応じ柔軟かつ弾力的な手順で進めていくことが必要。 

 
図 4 鉄道沿線まちづくりの基本的な手順 

 【鉄道沿線を軸とする広域的まちづくり編】（旧第一版）では、❶体制構築から❻方策実施の順番に

進め、❼連携の拡大により連携主体・分野の拡大、取組の拡大・深化に至る全体手順を示したが、取

組の内容や体制によっては、必ずしも「❶体制構築」から始めることが常に有効な手順であるとは言

い切れない側面がある。 

 多様な主体との連携・共創を目指す上では、自発的またはフラグシップ的な取組を束ねることや、現

場からのアイデアなどを拾い上げながら、個々の取組をつなげ柔軟なチャレンジができるようにな

ることが、多様な主体と連携して進める土台づくりとなる。また、取組をアジャイルに進め、小さな成

功体験を積み重ねることを通じて、取組を実施・継続・展開する PDCA が生まれる。これらが有機

的に機能すると連携の拡大や鉄道沿線の他の場所への発展につながる。 

 そのため、地域の自発的取組から広がる個々のつながりや、小さな成功体験等を起点として、「でき

るところから」進める方法も、鉄道沿線まちづくりを進めるパターンの１つとなり得る。 
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なお、❶～❼の各手順の考え方は【鉄道沿線を軸とする広域的まちづくり編】（旧第一版）に即するが、

❶体制構築❷現況把握❸目標共有は、「多様な主体と連携して進める土台づくり」となる『計画ステージ』と

なり、❹方策検討❺合意形成❻方策実施は、「取組を実施・継続・展開する」『実践ステージ』の手順になると

いえる。 

 

（1） 計画ステージ 

計画ステージでは、まず体制を構築した上で、現況把握を行い、目標を共有する進め方が基本となる。一

方で、取組の経緯や熟度によっては、先に地域の現状や課題を把握し、その内容を踏まえて関係者の体制

を整えるなど、状況に応じて柔軟に進めることも考えられる。 

いずれの場合も、地域の現状と将来を展望し、鉄道沿線地域の将来像や目標を明確化・共有化すること

が、具体的な取組を進めるための土台となる。 
 
（2） 実践ステージ 

実践ステージでは、計画ステージで共有した目標を具体の取組へと落とし込む。目標の達成に向けた方

策を検討し、関係主体の役割分担を調整した上で、それぞれの主体が取組を実施する。 

さらに、取組の実施結果を確認し、想定した効果が得られているかを把握する。その結果を踏まえて、方

策の内容や役割分担を見直しながら、取組を進めていくことでさらなる効果の増大につながる。 

 
（3） 連携の拡大 

連携の拡大では、当初の主体間で実施した取組の結果を踏まえ、参画主体や取組を行うエリアを広げて

いく。ある地域で得られた成果やノウハウを他地域の取組にも活かすとともに、新たな主体の参画を促すこ

とで、個別の取組を鉄道沿線上で連鎖的に展開していく。これにより、各地域の取組が相互につながり、鉄

道沿線全体の魅力や価値の向上につながる。 
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図 5 鉄道沿線まちづくりの進め方 【鉄道沿線を軸とする広域的まちづくり編】（旧第一版概要版）より 
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３-２ 鉄道沿線まちづくりを進める３つのポイント 

 （1） 鉄道沿線の状況等に応じた柔軟な連携・共創の場づくり 

 鉄道沿線まちづくりを進める上では、鉄道事業者、沿線市区町村、地域関係者、

学識経験者など多様な主体の参画と連携を促す場づくりが必要。 

 この際、初動期から鉄道沿線全体の体制構築にこだわる必要はなく、地域関係

者同士のネットワークを段階的に広げていく手順や、鉄道事業者と一都市の協

力関係から徐々に輪を広げていく手順なども考えられる。 

  

 （2） 実践主義、現場主義に基づく取組の実施 

 各地域において地域の関係者が活発に活動する魅力的で持続的なまちづくり

には地域課題に根ざし地域住民と向きあったアプローチが不可欠であり、この

観点から、固定的な計画に基づく取組ではなく、アジャイルな取組、小さな成功

体験から積み重ねる取組が求められる。 

  

 （3） 固定概念にとらわれない柔軟な発想 

 連携・共創型鉄道沿線まちづくりは、個々の地域のまちづくりがつながっていく

ことで、鉄道沿線全体の価値を高めていく新しい取組であり、各主体には固定

概念にとらわれない柔軟な発想でチャレンジしていく姿勢が求められる。 

 例えば、沿線市区町村が結果の平等性だけにとらわれることなく、民間の取組

に呼応し連携することにより、周辺に波及するモデル的な取組の創出等を通

じ、吸引力と発信力に優れた地域創出が可能になるほか、各主体も自らの短期

的な利益だけでなく、「まち」全体の利益と連動した中長期的な視点からの利益

還元を目指すことが可能になる。 
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３-３ 関係主体同士の役割分担 

○ 多様な主体が連携し、各主体が力を発揮するには、関係主体同士の役割分担を明確にすることが

重要であり、それぞれ主体が持つ強みを生かすことがポイントである。 

○ 特に、広域的な鉄道沿線まちづくりを進める場合には、沿線市区町村と鉄道事業者を中心としな

がらも、より多くの地域の関係者との積極的な調整、または中立性のある仲介役の助言などの方

法も視野に、多主体連携を進めることが重要となる。 

  表 ２ 関係主体と役割の一例 

主体 各主体の役割例 

 
沿線市区町村 

 制度紹介、まちづくりに関連する地域活動へのサポート 

 地域の窓口、住民や地域組織との調整 

 地域活動のサポート 

 行政計画などへの反映 

 必要となる仕組み・体制の整備 

 活動する場所・機会・仕組みの提供 

 まちの PR 

 鉄道事業者 

 鉄道による移動の促進や創出 

 地域と連携し、駅まち空間等における公益性の高い空間・施設の誘導 

 活動する場所・機会・仕組みの提供 

 鉄道や鉄道沿線の PR 

 
地域プレイヤー 

 アイデアのチャレンジ 

 鉄道沿線での自走 

 多様なサービスの提供 

 外出目的場所の創出 

 
地域住民 

 地域活動やコミュニティへの参加 

 鉄道沿線への愛着・鉄道沿線の魅力発信 

⇒関係主体の様々な取組を背景に、魅力の増進した鉄道など、車に

依存しない社会活動、鉄道沿線への居住などの利益を享受 

そ

の

他

関

係

主

体 

都道府県等 
 沿線市区町村間のとりまとめ、仲介・助言、制度紹介 

 鉄道や鉄道沿線・まちの PR 

二次交通事業者 

（バスやシェアサイクル事

業者など） 

 鉄道駅や鉄道沿線施設をつなぐ移動手段の提供 

 鉄道移動を補完する幹線バスやラストワンマイルの整備 

地元商工会等 
 地域組織や地域プレイヤーをつなぎ、沿線施設等での連携やイベント

の企画を通じて地域の取組を支援 

開発事業者等 

（デベロッパーなど） 

 鉄道沿線における都市機能の整備や既存団地等の拠点の活性化 

 商業・住宅・業務等の一体的な開発による鉄道沿線の価値向上 

国、専門家 

（学識経験者） 

 第三者の視点からの助言 

 先進事例や補助制度の紹介 
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（1） 沿線市区町村 

駅まち空間や鉄道沿線における都市機能の集約・誘導を推進することに加え、鉄道事業者・地域プ

レイヤー・民間事業者などとの連携（官民連携）役として、国の諸制度等も活用し、多様な関係者が集ま

り議論するプラットフォーム構築や、関係者との共通認識を図るためのビジョンの策定を通じ、スモー

ルスタートをバックアップするほか、まちづくり施策を行政計画へ反映し、まちづくりの推進役となる。 

多様な関係者と連携しまちづくりをする主体に対しても、活用可能な制度の紹介やサポートを行う

とともに、地域住民などの関係者との間を取り持つ立場として地域の窓口となり、時には利害の調整

役として、地域とのコミュニケーションや課題解決を支援する。 

また、地域プレイヤーのチャレンジやエリアマネジメントによる賑わいづくりや社会的活動を、空間や

機会の提供により支援する。 

 
（2） 鉄道事業者 

鉄道事業者は、地域における移動の基軸となる鉄道サービスを利用者に提供し、そのサービス水準

の向上を通じて、鉄道沿線に住まう地域住民の外出・移動の促進・創出に寄与する役割が期待される。

あわせて、駅を中心とした駅まち空間等においては、地域関係者と連携しながら、公益性の高い空間

づくりや都市機能・施設の誘導に資する取組を進め、多様な主体の活動の場や機会の創出、これを支

える仕組みづくりに関わることが期待される。 

また、こうした取組を通じて、魅力ある駅まち空間が連なる鉄道沿線のリ・ブランディングに参画し、

選ばれる鉄道沿線の形成に寄与していくことが期待される。 

 
（3） 地域プレイヤー 

すでに鉄道沿線で事業や活動を行っている、またはこれから鉄道沿線地域に入って活動・起業した

い事業者・個人（地域プレイヤー）が、沿線市区町村や鉄道事業者など関係主体が創出する空間・機会

を使い、自らのアイデアをチャレンジし、これを通じて、新規事業創出や事業の拡大、社会活動などを

鉄道沿線で自走できることを目指す。 

また、鉄道沿線の地域住民などに向けて、多様で魅力的なサービスを提供することにより、地域住

民のおでかけや活動を誘発し、それをきっかけに新たなプレイヤーを巻き込み・引き寄せながら地域経

済の好循環に貢献する。 

 



３．手順・役割分担  

21 
 

（4） 地域住民 

地域住民は、鉄道沿線まちづくりの推進により創出される空間や各種の取組を通じて、利便性や快

適性の向上といった、楽しく豊かな暮らしを享受する主体である。これらの空間を日常的に利用する

ことや、そこでの活動やコミュニティに関わることが、結果として鉄道沿線の魅力や価値の維持・向上

につながっていく。 

さらに、その中で生まれる実感や関心が自発的に他者にも共有されることにより、鉄道沿線の魅力

が伝わり、居住者や来街者の関心が喚起され、鉄道利用や鉄道沿線居住の促進につながることで、結

果として鉄道沿線を軸とした持続可能な地域の形成へとつながっていく。 

 

（5） その他関係主体 

国や都道府県、交通事業者、地元商工会等、開発事業者、専門家等の関係主体は、それぞれの立場

から制度面での支援や助言、交通サービスの提供、拠点整備や連携の推進などを通じて、鉄道沿線ま

ちづくりを支える。 

例えば、都道府県は沿線市区町村間のコーディネートや広域的な視点からの支援等を行い、二次交

通事業者は鉄道を補完する移動手段の確保を担う。また、商工団体、地域金融機関、地域活動組織な

どは、地域プレイヤーのつながりや活動機会を広げ、開発事業者は鉄道沿線拠点の整備や一体的な開

発を通じて鉄道沿線の価値向上に寄与する。 

これらの関係者との連携も進められることで、関係主体間の連携が促進され、鉄道沿線における取

組や活動がより進めやすくなる。 

 

 
図 6 関係主体同士の役割分担（イメージ） 

 



３．手順・役割分担  

22 
 

３-４ 関係主体の連携イメージ 

○ 連携にあたり、各主体が自らの短期利益の追求や消極的な姿勢では、利害が一致せず、取組が始

まらない可能性がある。多様な主体が連携するには、協調できる領域を探しスモールスタートから

始め、徐々に拡大・展開を図る進め方が、有効な手法の１つ。 

○ 鉄道沿線まちづくりを関係主体が連携して推進するにあたっては、それぞれが異なる立場や時間

軸を持つという前提を認識することが重要である。各主体のニーズや固定概念から生まれる利害

関係と、協調領域を模索しスモールスタートから始めるアプローチが有効である。 

 
 

 
図 7 多主体連携へのアプローチの考え方 
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（1） 各主体のニーズ・固定概念から生まれる利害関係 

鉄道沿線まちづくりの各主体は、それぞれが鉄道沿線まちづくりに取り組む意義や役割を持つ一方、

目的（ニーズ）や優先する事項は必ずしも一致しない。 

例えば、以下のようなことが考えられる。 

例１：鉄道事業者×沿線市区町村  収益性と公共性 

○ 鉄道事業者が鉄道利用者数の維持・向上や資産価値の向上を目的として駅周辺の開発を進めよう

とした場合でも、沿線市区町村においては「民間主体の事業である」という意識が働き、公共として

積極的に関与する位置づけが明確でないことから、結果として鉄道事業者任せとなり、連携が進ま

ないことがある。 

例２：沿線市区町村×地域プレイヤー・地域住民  平等性と機動性、スピード感の違い 

○ 沿線市区町村が結果の平等性のみを求めていると、特定の地域で賑わい創出につながる取組の意

向を地域プレイヤーや地域住民が持っていたとしても、行政としての支援につながらない。 

○ 地域プレイヤーが自らのアイデアをもとに迅速に事業化したいと考えても、行政側では制度的な手

続きや合意形成に時間を要するため、意思決定のスピードに差が生じ、結果として取組の具体化が

滞る場合がある。 

例３：事業者等×地域住民  収益と生活環境 

○ 民間事業者が収益性の観点から集客性の高い施設やテナント導入を検討する一方で、地域住民は

生活環境や利便性の観点から異なる機能を求めることがあり、導入する施設の内容や規模を巡っ

て利害が対立する場合がある。 

例４：鉄道事業者×地域プレイヤー  期待のズレ 

○ 地域プレイヤーは鉄道事業者による空間提供や活動機会の提供を期待する一方、鉄道事業者は事

業として成立する条件も考慮せざるを得ない場面もあり、参画の範囲や条件が一致せず、連携に至

らないことがある。 

 

以上のようなケースが考えられ、各主体が自らの短期的な利益や立場のみに基づいて行動した場合、

利害がかみ合わず、結果として取組が始まらない、もしくは停滞するといったリスクが存在する。 
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（2） 協調領域の模索 

こうした状況を乗り越えるため、最初からすべての利害の一致や、鉄道沿線全体での完成された体

制構築を目指すのではなく、主体間で協調可能な領域を探し、スモールスタートで取組を始めるとい

う考え方が重要となる。 

まずは各主体の立場や目的の違いを前提として受け止めた上で、部分的であっても共通し得る関心

事項や、協働により相互にメリットが見込まれる領域を見出していくことが求められる。 

具体的には、以下のような事項は、多くの主体にとって関心が共有されやすく、協調領域となり得る

と考えられる。 

 

 駅周辺や鉄道沿線における魅力的な空間や居場所の創出など、地域の魅力向上につながる取組 

 鉄道沿線全体の価値向上に資する情報発信や回遊促進、ブランド形成に関する取組 

 駅前広場や高架下、公共空間等を活用した社会実験やイベントなど、地域のアイデアを試行的に実

施する取組 

 鉄道沿線に住む人や訪れる人のニーズを把握し、それを踏まえた施設やサービスのあり方を検討

する取組 

 
（3） 連携の仕方 【解決方法】 

以上のように、それぞれの主体にとって「今できること」や「負担が小さく始められること」に着目し、

小さな実践や試行的な取組を通じて関係性を構築し、徐々に連携の範囲を広げていくアプローチが有

効といえる。 

このような取組を、多様な主体が同じ方向を向いて行うには、中長期的な鉄道沿線価値の向上に向

けた視点を共有することが重要となる。また、そうしたビジョンや目標は、個別の取組を踏まえて柔軟

に更新していくことも有効であり、各主体が自らの利益とまち全体の利益との関係を意識し、長期的

にはすべての主体にとって利益がもたらされるという認識を持つことが、持続的な連携関係の形成に

つながる。 
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４．鉄道沿線まちづくりの事例 
４-１ 事例整理の視点と掲載事例の紹介 

鉄道沿線まちづくりの事例に関して、計画ステージでは多様な主体と連携する「始め方」や「続け方」

を、実践ステージでは、連携する方策と仕掛け（工夫）に着目し、実践例を紹介する。 

 
計画・実践ステージのトピック 紹介する実践例とそのポイント 

 

始
め
方 

目標共有・ 

体制構築 

【ポイント】 

・多様な主体同士で課題や目標を共感・共有し、ビジョンを作成 

・そのために、地域や主体の個性に合った形で、連携主体が参画する体制

を構築 

【紹介事例】 

・広域団体がコーディネートした沿線まちづくり（ＪＲ学研都市線沿線まち

づくり：大阪府） 

・未来ビジョンを描き、まちづくりを推進（枚方市駅周辺地区：京阪ホール

ディングス） 

・多主体の連携・共創によるまちづくりの推進（相鉄いずみ野線沿線 次代

のまちづくり） 

スモールスタート 

から始める 

【ポイント】 

・小さなアクションを試しながら仲間づくり、仲間を増やす 

・すでに実施している取組から共通のテーマを見出す、既存の取組の延長

線上から連携する、連携しやすいテーマから始める 

【紹介事例】 

・広域団体がコーディネートした沿線まちづくり（ＪＲ学研都市線沿線まち

づくり：大阪府） 

・スモールスタートできる場と仕組みづくり（神鉄沿線モヨウガエ、駅の再

整備：神戸電鉄沿線） 

・スモールスタート同士が連携し取組を拡大（キサイチゲート：大阪府交野

市・私市エリア） 

取組を継続・拡大・展開

を図る 

【ポイント】 

・ある駅や地域で取り組んでいたまちづくりから得られた経験、ノウハウ、

教訓などを生かし、鉄道沿線にエリアを広げていく 

・テーマを変えながら関係主体との連携を絶やさない 

【紹介事例】 

・鉄道沿線で展開するエリアマネジメント構想（東急田園都市線沿線：横浜

市・東急） 

・鉄道沿線の回遊性向上プロジェクト（しなの鉄道線沿線：UDC 信州） 

方
策 

駅まち空間等 

の活用を契機 

とした連携 

【ポイント】 

・鉄道高架下の空間のほか、駅周辺にある公共空間（河川空間や都市公園な

ど）のリノベーション等を通じて、市区町村と鉄道事業者が連携して取り組

む（空間活用のビジョン策定、エリアマネジメント、かわまちづくりなど） 

【紹介事例】 

・かわまちづくりをきっかけとした官民連携（聖蹟桜ヶ丘駅周辺：京王電

鉄・多摩市） 

計
画
ス
テ
ー
ジ 
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計画・実践ステージのトピック 紹介する実践例とそのポイント 

方
策 

 

・歴史・文化資源を生かした駅前空間の再生（あつたnagAya：名古屋鉄

道） 

・公共施設包括管理及び公園再整備による官民連携まちづくり（阪神尼

崎駅周辺：尼崎市・阪神電気鉄道） 

・市と鉄道事業者の共創による高架下空間活用（高石駅高架下開発：高石

市・NANKAI） 

 

広域にわたる 

鉄道沿線 

ブランディング 

【ポイント】 

・複数の市区町村を跨ぐ鉄道沿線において都道府県等がコーディネート

役となる 

・鉄道沿線まちづくりを行うプラットフォームのブランドを立ち上げ 

【紹介事例】 

・鉄道沿線の回遊性向上プロジェクト（しなの鉄道線沿線：UDC 信州） 

・多極型まちづくりを推進するエリアマネジメント構想（newcal プロジェ

クト：京浜急行電鉄） 

仕
掛
け 

地域が関わる 

余白を作る 

【ポイント】 

・地域住民が参加しやすい、又は地域プレイヤーが様々なアイデアをチャ

レンジできる余白を作り、地域住民やプレイヤーが主体的に動けるよう

にする 

【紹介事例】 

・挑戦する地域を応援する「支援型開発」（下北線路街：小田急電鉄・世田

谷区） 

・街で活動している・したいプレイヤーとの共創（ミカン下北：京王電鉄） 

シームレスな 

空間づくり 

【ポイント】 

・市区町村と鉄道事業者が連携してハード整備をするにあたり、空間にお

いて官と民の物理的・デザイン等の側面から境界を感じさせない一体的

空間を創出 

【紹介事例】 

・民間と行政の用地をバランスよく一体的に配置（TauT 阪急洛西口：阪

急電鉄・京都市） 

・水辺、高架下、公園・道路の一体的な空間整備（ミズマチ：東武鉄道、隅

田公園：墨田区、北十間川：東京都） 

・高架下空間における都市と鉄道の一体空間（中央ラインモール：ＪＲ東日

本） 

地域コミュニティ

の形成・醸成 

【ポイント】 

・地域への愛着やシビックプライドを高める方法として、リノベーションや

宅地開発を通じて地域住民が参加できるコミュニティを作る・運営する

仕組みを導入 

【紹介事例】 

・民間と行政の用地をバランスよく一体的に配置（TauT 阪急洛西口：阪

急電鉄・京都市） 

・住まい手が育み、まちとつながる賃貸住宅（高円寺アパートメント：高円

寺駅～阿佐ヶ谷駅) 

・社宅リノベーションを通じコミュニティ拠点を創出（ミノリテラス草加：東

武鉄道） 

 

実
践
ス
テ
ー
ジ 
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